


ット R部がある。この部位の探傷では，R部曲面に沿う
ような凸R曲面を有するシューを付加した斜角探触子を
用いる。探触子のシューがフィレットR部に沿うように
回転走査する。回転走査の中心が，対象フィレット Rの
中心位置にくるように走査機構には上下・左右の位置調
整機能も有する。回転走査はフィレットR部の全域をカ
バーするように往復運動を行い，1回転走査が終了する
ごとに，周方向に一定ピッチで移動する。フィレット走
査機構がピンまわりを1周すると，フィレット R部の一
定深さまでの全領域を探傷できることになる。フィレッ
ト R部の走査幅は周方向位置により異なるので，回転走
査範囲は品種ごとにあらかじめ教示された範囲をプレー
バック方式で決定することとした。
３）フィレット傾斜部
　フィレット R部のさらに外側には，直線形状のフィレ
ット傾斜部がある。この部位の探傷も左右それぞれ専用










